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マス類養殖業の発展をはかるため

前年度十て引続きマス類の親魚を養成し、種苗を生産して県内外の需要考への供給:まらびに県内養

鱒業者の指導を必こ念うo

E 試験結果
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キジギヨ増殖

目的

県内t亡なける河川、溜池等の効率的利用をはかるだめ、

殖業者十て対する円滑念供給をお戸と念うc
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I 目的

サクラマス稚魚給餌実験
(淡水区水産研究所との共同実験〉

淡水区水産研究所製餌料の欠陥を究明するため、異なった場所での飼育結果を比較したo

E 調査方法
1. 試験場所

青森県十和田市大字相坂字白上

青森県水産試験場相坂養魚場

2. 試験期間
昭和 42年2月 27日~同年5月26日の 4週間

(昭和 42年 5月7日迄の 10週間の予定〉

3. 試験地の条件

4. 供試魚の種類

奥入瀬川産サクラマス(昭和 41年 10月29 B採卵)
5. 餌料の種類

試験区 : 淡水区水産研究所製餌料

対照区

6. 給餌方法

オリエンタ Jレ餌料 .Ao.2 

午前9.0 0と午後5時の 1B 2回飽食まで投与した。

7. 測定方法

2週間毎に測定を行念った。測定目前日は餌止を行い、測定は午前中、午後は餌を投与。

体重は 50尾づ‘つ2回、全長体長は約 50尾測定した。

その他

不明魚は数えて左いので、総尾数と実数は異在っているかも知れをい。

また総重量と増重量は推定であるo
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中間結果

注{l) 2週目終了時陀 10尾、 4週日終了時に 1る濯をサンプjレとして使用したため、

総尾数はそれを引いであるc稔重量はサンプJレを取る弐のものである。

事者死重量は加えていをいc

注⑪試験区の給餌量等を淡水区水産研究所製の乾物餌料に訂正しえものを下記に示す。

在拾推定20 %位の餌料の los8がみられるととを附記するO

1試験区|対照区 I 試験区|

増 0-2週目 14 1.o I 1 3 5日5 ー給 0-2週目 1 6. 5 I 
4.  「τ十τで=0 内内コ一一了ててコ一 日釦一三一つで;;-;::.;T一一一てでてつ
重 2日週目 1 0 9. 9 I 1 3 3..8一平餌三三竺旦L-U二三し
率全期間 1 5 5. 0 I 1 8 1. 3 均量全期間 i
給 0-2週ElI 1 9 1. 9 1 81. 1 餌効 0-2週目 o. 8 3 9 i 

解 ?-4む 1
27臥 9I 2 0 1・?_¥ ~付加土竺斗

量 全期間 「 一一一一「
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I 目的

相坂養魚場産ニジマス親魚の抱卵数
(予備調査〉

エジマス親魚の抱卵数を調査O 親魚の全長・体長・体重とその抱卵数との関係を究明するo

E 調査方法

二人で採卵する普通の方法で行なった。そのため体内に多少の卵が残るのは止むを得ないと考え

られる。

供試魚は殆んど 4.......， 5年魚の 35尾で、そのうち 5尾については採卵し?と後の休内の残存卵数も数

えたむ

皿調査結果及び考察

図I.n・宜、表1;をらびに表宜のと$'1)である。
大泉実習場(1ヲ60年 7之月〉の「エジマス 2，恒魚の採卵の 1例JVてよると、体重362-1，565p

平均 88 8. 7 P、休長 33. 0 - 5 7. 5 cm平均 4 2. 0側、卵重 6O. 0 - 2 7 2. 0 P平均 14 3.0 P、

抱卵数90 0'"'-3.2 6 4粒平均 1.8 4 4粒(以上V'-Iづれも 16尾)と~ってしqるC

との数値を当場のものに当てはめると、平均体重88 8. 7 PをYニ;J1 2 6 x -2 2. 9 2 (1::代入す

ると1.8るd粒と:をり、大泉実ぎ場の i.8 4 4粒と大差きいととにふる。1'-念わち当場産のニジマ

ス親魚の抱卵数の少左いということは、魚体の小き1ρととに関係があると思われるoとれば餌の量

と密接左関係があるが、現在の親魚に餌を多〈与えても、効果が心〉左いと考えられるので、窺魚候

補の稚魚に、餌付の時から充分に餌を与えるべ電子ざと思われるo

粒l
図 I 全長と抱卵数
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図 E 体長と抱卵数
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図 E 体重と抱卵数
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表 I

日j__

946E;ードー30 2 9. 5 2 5.5 ! 
31 2 4.5 1 8む 4 0 I :; 5 

32 2 7. 0 2 6 0 I 6 0ト36 
33 240 2日日

34 計←??;220ト
平均 2 8. 5 2 4. 5 : 2 9 0 

表 E 昭和 40年度月別平均抱卵数 (昭和40年12月-41年4月)

目。 採卵屠数5日
3年魚 4年魚 5年魚 6年割以上I E E 
3 6 3 2 2 3 3 0 6 4 1 9 

1 2月平均抱数 601 674 6 4 0 8 4 3 1， 5 2 8 

昭 41 採卵尾数 2 3 6 :， 6 5 3 4 8 8 6 1 8 0 1 4 8 
1 月 i 平均抱卵数 514 525 6 6 2 649 8 7 5 1司 29 4 

|採卵尾数 6 5 1 8 7 2 2 5 4 6 1 0 7 6 1 
2 月 平均抱卵数 508 4 6 2 608 6 5 1 7 5 4 1， 0 7 1 

採卵尾数 2 3ι 4守口 2 4 5 9 4 
3 月 平均抱卵数 4 6 1 613 586 6 3 2 1， 0 0 7 

採卵尾数 133 1 4 9 194 3 4 3 3 
4 月 平均抱卵数 4 5 3 652 518 5 1 9 1， 2 0 1 

計
採卵尾数 6 6 4 921 1， 4 3 5 5 7 4 6 3 0 355 
l平均抱卵数 561 485 638 5 8 1 737 1， 1 8 4 
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